
　工事間接費の変動予算は、操業度の増減に対する原価

発生の動きによって、変動費予算と固定費予算に区分さ

れる。操業度の増減に応じて総額において比較的動く原

価を変動費、これに対して、ある特定期間中は、操業度

の増減にかかわらず総額において変化しない原価を固定

費という。

　弾力的な原価管理のためには、変動予算方式が望まし

い。

　標準原価はその厳格度を基礎に、①理想的標準原価、

②現実的標準原価、③正常標準原価の三つに大きく分類

される。

①は、達成可能な最大操業度での最高能率を表す。

②は、良好な能率のもとにおいてその達成が期待される

。③は、経営活動に関する比較的長期にわたる過去の実

際の数値を統計的に標準化し、これに将来のすう勢を加

味した正常能率等に基づいて決定される。
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